
そのまま？ たとえ？ 見分けプリント②
小学生・○を ぬって、意味を 自分で 書く

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント
つづきの無料プリント

「慣用句」のプリント一覧がひらきます

・「そのまま」は 字の とおりの 意味、「たとえ」は 慣用句の 意味です。

・たとえの 意味で つかって いる ほうの 文（アか イ）の 右の ○を ぬろう。

・その 意味を、自分の ことばで 線の 上に 1行で 書こう。

れい　ア ストーブで 手を やいて しまった。／イ 弟の いたずらに 手を やいた。

　　→ イの ○を ぬる　たとえの 意味＝あつかいに こまる

(1) ア　まどから 顔を 出して 外を 見た。

イ　友だちの たんじょう会に 顔を 出した。

たとえの 意味

(2) ア　ねつが 出て、氷で 頭を 冷やした。

イ　おこって 歩いて 頭を 冷やした。

たとえの 意味

(3) ア　兄の 失敗に 目を つぶった。

イ　まぶしくて 目を つぶった。

たとえの 意味

(4) ア　ボールが 胸
むね

を 打って、いたかった。

イ　先生の 言葉が 強く 胸
むね

を 打った。

たとえの 意味

(5) ア　ようやく 司会が 板に ついて きた。

イ　ペンキが 板に ついて、手が よごれた。

たとえの 意味

(6) ア　強い 上級生には 歯が 立たない。

イ　かたい せんべいに 歯が 立たない。

たとえの 意味

(7) ア　めがねを 鼻に かけて 本を 読んだ。

イ　テストの 点を 鼻に かけて いばった。

たとえの 意味

(8) ア　どろぼうが 足を 洗
あら

って まじめに なった。

イ　川で どろだらけの 足を 洗
あら

った。

たとえの 意味


